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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究において，ダイコンの遺伝解析に必要な DNAマーカー（SSR，AFLP）を作り出しゲノム解析類縁
解析を可能にし，世界の多様な品種を収集して類縁関係を明確にし品種の由来を推定し，そして，根の肥大
に関する形質の QTL解析を行いその遺伝子座を明らかにした。この研究はいわばゲノム研究を独力で推進
した物といえる。その学術的内容および農業利用の面で有用性が極めて高く，審査員が一致してその価値を
認めた。
　よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
